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①こども詩集「やまもも」終了

すべてのことに終わりがあるように、ついに高知県こども詩集「やまもも」

が、今年 5月 30日発売の第 50集で刊行を終了することになったと新間で知

つた。

1980年 (昭和 55年)に教師になって、すぐ幡多作文の会のメンバーに

なり、その活動の中で「やまもも」と出会い、新採 2年目から学級のこどもた

ちの詩やカットを毎年応募してきた。初めて受け持ちの児童の詩が掲載された

のは、第6号からだつた。

まだ詩の書かせ方や詩を書かせる意義について何も知らない私だつたが、こ

どもたちの詩を読むのが好きだった。こどもの本音が感じられる世界だつた。
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25年ほど前、第 24号と25号の時には編集委員になり、詩の審査にも関わ

った。その頃 (橋上小学校時代)には、毎年 1月に開かれていた高知県児童詩

教育研究大会で、パネル討議のメンバーになつたり、実践報告をしたり、全国の

実践家や詩人の講演を聞いては、刺激を受けていた。素敵な先生方が周りにい

っぱいいて、いくらでも学べた。無茶な実践を許してくれる現場だつたと思う。

私自身にまだエネルギーもたつぶりあり、一番燃えていた時代だつた。
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